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會澱　ご　震幅
　　　　　囲山支部通信
昭和二年一月八日　宮原幹事宅で天界研
　究會・
一・一一 誌¥一日・午野中佐宅で天騰観測．
二月六日・同上・
二月七日・支部で天艦観測・
二月十一日，善通寺轄重兵第十一大隊長
　小島大佐S石原太尉Sの爾名夜分支部
　た訪問ぜられ，二黒の観測及び天丈書
　潜二五され‘た・
二月十二日・水野幹事宅で天界班究合．
二月十三日・rk本門，元島鼎三鄭，上田
　叉次郎，佐藤千代四氏の宅で天膿槻測・
二月十八日，支川幹事富原節氏ば在外研
　究員ピして，物理學研究の爲め英國に
　五月上旬鹿島丸で出獲ぜらろyこi！］　1：
　洪定し7こ．
二月十九日・午後一時から倉敷小學校で
　天文講話倉が催され，水野幹事ば「理
　科害1にある天外籔：材について］講話し
　7こ．
　　　　　倉敷　蓮信
1・　第三回公開口，昭和二年一月十五口
　午後七；H手力4ら講1寅會・
　　壽老人r　　　水野主事
2．　一月中野観入．
　十一日　廣島縣警務務監督局技師山下
　　筆吉口外六名・
　二十入日　山形縣鶴岡市朝陽小三校細
　　井仁三郎氏外二名．
　三十日　岡山縣高松農園校敦諭渡邊誠
　　一日目五十名・
3・第四回　公開日　ご月五冒・
　恒星の大さS距離，同好會員奥田毅氏．
4・第五同　公開日　二月十九日・
　　…月，二月の天，　　水野主事
　曇天であっ71が，遠來の來導者があっ
　ナこので，天文台に案内し，水野圭事が
　天文台の自來並びに望遠鏡についてii尭
　明しすご．
5・　二月肇糊人．
　十一日　廣島女學佼カレッヂ部長西村
　　静一頁iζ氏外十二名．
　十二日　円苅縣久来郡弓削町青年團第
　　一支部長　河原榮氏外十名・
　　　　　溝洲よ　り
　久敷御薪罐に打過ぎ．た罪山事に御座候
中村氏［：御依頼ぜし六吋反射鏡「爲明星
園繹尼妙貞回向」E刻ぜるもの既に到着
致居候．庇春より之な提げ全満洲各地に
宣野望仕候，
　昨秋は四吋にて奉天，雪月及遼陽の公
衆の温め土，木，火星四月，並に太陽黒瓢
観萱｝に供し申候・叉冬來略本暦の講習を・
各地に開き二百冊費りつけ申候．帥ち吉
林，長春，奉天，撫順，海城，の各署μ校職
員及有志者な中心ぜぜるものに御座候．
　思置にて相濟み串さざろ次第に御座候
へ興科學大系別刷天丈笹目”翌暁㌃無難有
御節申上候・先ば右御三か六がナこ近状ま
で・頓’首・（三月一日，西岡永太郎）
　　　　　泓幌　よ　tj
　山本町th！！久しく御無沙汰し誠に申
課も御座いまぜん．支M”Kli（さY　・Pかなが
らも熱心者五六名にて，かtx　V）研究な致
さうS試みて居りますものy立派な指導
者のなき我々匡恒常に心見さか感ずろこ
sが始終です．白根君ば蔓騨の方に四月
からお出になる様です．太陽観測ば既の
一月から箒廣の岩井君が観測為r始めまし
fこ．一月の域：績に「プリント」の通りニ
目だけ鋏けて居ります・一月始めば眼が
なれ．ない様でし7；から或itかな、）實際の
1、のt異って居るかも知れまぜん．二月
の分ば近1々お配り致しますが，二月（tl飴i
も｝によくなく峡けテこ日が五日もあります
が札幌よりば天氣がよい様です・私ば四
月間始めに満洲へ参ります，麟途1工期す
京都へよります，その時先生〔こお倉ひ即
売ます事のみ潜樂しんで居ります．多分
京都へば十六日位になるでぜう．その頃
同好會の纏會でもあれば幸ビ思って居、〕
ますが，咋年ば，なんでも四月の檬に思
つ・て居v）ましナこが．匪…日から毒℃瞼が女狂っ
て眼のまばる禾tt忙しいのであります．終
るのlt十九日であります・北國の冬もそ
ろそろ去らうtして居ります．「ナリォ
ン」も大分西に傾いて春の近づいすこのを
思ぱぜ豪す．此の間此の檬な歌をよみ渓
しナこ．
　雪あれご春のめばえのおごつれ’に・ビ
リのこえ（tも知られてけらし　（三月入
口夜，来田勝彦拝）
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騨葺で定期縮會
　既報の如く，來る5月7日から9日まで，三日間，沸戸市に於いて，本
會の定期億會が開かれる。（別紙の附録を見られよ。）回れは本會の甲南支部
ε増戸支部ミの斡旋によるもので，此の機會に又，兵庫縣教育會ε神戸市．
教育會この聯合主催0）天丈學講習會及び通俗講演會が開かれる。邸ち
天長學鰹含一硝川から9Hi｝で，　krls「現代の天文學」
　　7日午後2時，1．星室観察法　2．天艦の蓮行　3．天文智識の慮用，
　　　　（夜は實地隙則）
　　8日午前g時，4・太陽系の諸天罷　5．恒星界の最近智識一般，　（夜は
　　　　心地襯測）
　　9日午後2時，6．天艦宇宙の溝造　7．望遠鏡ミ天文皇，　（夜は天文活
　　　　書「掌宙の驚異）」
　　講師は山本一清博士，場所は神戸市教育會館，
通俗講演會一神戸市内の各所にて，8日午後7時より一齊に開催，講
師ε演題は
理學博士山本一一清氏，
草筆堂上性癌氏，理　學　士　竹田新一郎氏，
理　學　士　能田　忠亮氏，
京大天文皇　中村　　華氏，
9±星の駈「
r字當の廣さ」
「星とい臨もの」
「最近の字宙観」
「月世界の語」
天文同好會総會一8日（田勧午後四時より開く，會の事務や會計報告p
新議案いろ々々，役員改選等。
　　　　　　　　　　　　　浦　　　　息
　職蛾蔽藏博士　去る3月末，京都出獲，覇鮮や南灘州な経て，支那北京へ・
學術上取調べの’t：め出張ぜられた。約一ケ月の後，蹄洛の必定。
　三山清次博士　先頃より野牛にて・東京の自宅に引きこもり申の由，快癒秘
　いのる。
　松隈理事士　東北帝國大晦助教授の同氏匡，か覧て，1925年より欧洲に滞留
研究中のこころ，去ろ二月麟朝，岡山，東京に暫く休養の上，四月上句，仙墓i
へ蛉學。
　山本一溝博士　四月初め東上，東京宝玉大鷺で開催の，数差物理學會に出席
其の潜戸中，四月三日午後，東京博物館内［t開かれナこ天文同好會東京支郡茶話
會に臨み，其の後同所の通信講演會で「地球の天丈學」々講演（之れの概要口口
月卿の理黒酒に掲載の筈）四日昂洛。
　繭田茂理學士　去る三月宋，京都帝跳躍學天文学な好期，28，29爾鼻溝洛の
後・名古屋を経て録東ぜられ7こ。滞洛中，山本，上田，粗木，竹田，能田，申
村諸氏亡會談，大阪からに百濟理學士も來會ぜられすこ。
　關口技師　今脇東京中央氣象墓へ轄じて，太陽の輻射た研究ぜられろ由，
紳戸海洋氣象蔓の方は兼任Sなつ710
　川崎俊一技師　四月初旬・東京及び京都へ出張，暫く爾地に滞在の上，中旬
水澤iに昂任o
